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川
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要
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宇
多
朝
文

壇

の
性
格

に

つ
い
て
、

「
公
宴
」
と

い
う

語
、
詩
宴

へ
の
参
加
者

、
詩
宴

の
様

相
、
詩
序

の
表
現

の
面
か
ら
検
討
し
た
。

宇
多

朝
近
辺

の
記
録

に
見
え

る

「
公
宴

」
と

い
う
語

は
必
ず

し
も

公
事

と
し

て
の
宴

を
指

す

の
で
は
な
く
、

天
皇

の
私
的
興
趣
に
よ

っ
て
行
わ

れ
る
詩
宴

を

い
う
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
は
、
当
時
盛

ん
に
行

わ
れ
て

い
た
、
三
月

三
日
、
七
月
七
日

の
宴

で
も
同
様

で
、
参
加
者
を
検
討

し
て
も

、
詩

人
以
上
に
、
蔵
人
あ

る

い
は
天
皇

の
近
親
者
と

い

っ

た
人

々
が
参
加
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

そ
れ
ま

で
の
詩
宴

が
、
ほ
ぼ
内
宴

・
重
陽
宴

に
限

ら
れ
、
公
事

と
し

て
の
認
識
が
強

く
、
好
文

の
君
主

で
は
な
く
と
も

詩
宴
が
開
か
れ

て

い
た
の
に
対
し
、
宇
多
朝

の
詩
宴

は
、
宇

多
個
人

の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ

っ
て
領
導

さ
れ
て

い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

天
皇
が
主
催
す
る
詩
宴
を
通
覧
し

て
い
く
と
、
平
安
前
期
に
非
常
な
偏
り
が
あ

　　
　

る
の
に
気
付
か
さ
れ
る
。
殊
に
仁
明
朝
以
後
で
は
、
同
じ
よ
う
な
詩
宴
ば
か
り
が

開
催
さ
れ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

仁
明
朝
に
お

い
て
天
皇
主
催

の
詩
宴
は
、
三
十
二
回
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、

内
宴
は
十
四
回
、
重
陽
宴
も
十
四
回
で
あ
り
、
詩
宴

の
九
割
近
く
が
こ
の
二
つ
に

な
る
。

ま
た
例
え
ば
、
清
和
朝

で
も
、
二
十
五
回
中
内
宴
十
回
、
重
陽
宴
八
回
と
、
や

は
り
こ
の
二
つ
に
収
敏
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
数
値
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

平
安
前
期

の
詩
宴
が
、
内
宴

・
重
陽
宴
の
二
つ
に
偏

っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き

　　
　

る
で
あ
ろ
う
。

仁
和
元
年
五
月
二
十
五
日

(『帝
王
編
年
紀
』
)
に
藤
原
基
経
が
献
上
し
た
と
さ

れ
る

『年
中
行
事
障
子
』
は
、
古
瀬
奈
津
子
氏
に
よ
れ
ば
、
「共
通
の
基
盤
と
な

る
よ
う
な
固
定
化
さ
れ
た
年
中
行
事
11
公
事
」
で

「天
皇
を
中
心
と
し
た
宮
廷
貴

　ヨ
　

族

の
共
通
規
範
」
と
な
る
行
事
を
載
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
詩
宴

が
内
宴
と
重
陽
宴

の
二
つ
で
あ
る
か
ら
、
詩
宴
と
し
て
は
こ
の
二
つ
が
、
公
事
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
皇
主
催
の
詩
宴
が
収
敏
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
と
大
き
く
異
な
る
の
が
、宇
多
朝
で
あ
る
。
以
下
、宇
多
朝
の
天

皇
主
催
詩
宴
を
、
正
史
を
中
心
に
必
要
最
小
限
の
記
事
を
摘
記
し
て

一
覧
す
る
。

平成13年9月28日 受理*国 文学研究室
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寛
平
1
/
1
/
21

「内
宴
。
題
云
、
花
鳥
共
逢

レ春
」
(『
日
本
紀
略
』
)

寛
平
1
/
7
/
7

「令
三
侍
臣
賦
二乞
巧
詩

一」
(『
日
本
紀
略
』
)

寛
平
1
/
9
/
9

「
天
皇
於
二
東
宮

一、
有
二重
陽
宴
一。
詩
題
云
、
鐘
声
応

レ

霜
鳴
」
(『
日
本
紀
略
』
)

　　
　

寛
平
1
/
9
/
10

「九
日
後
朝
同
賦
二秋
字
一」
(『
田
氏
家
集
』
下

・
姐
)

　ら
　

寛
平
1
/
9
/

*

「公
宴
。
題
云
、
惜

レ
秋
翫
二残
菊

一」
(『
日
本
紀
略
』
)

寛
平
2
/
1
/
21

「内
宴
。
題
云
、
春
風
歌
」

(『日
本
紀
略
』
)

寛
平
2
/
3
/
3

「太
政
大
臣

(基
経
)
於

二殿
上
一命
二飲
宴
一。
令
レ賦
下
三

月
三
日
於
二
雅
院

一賜
二
侍
臣
曲
水
飲

一之
詩
上
ム矢
」

(『
日
本

紀
略
』
)

寛
平
2
/
7
/
7

「公
宴
。
賦

二
七
夕
秋
意
詩
一」
(『
日
本
紀
略
』
)

寛
平
2
/
9
/
9

「有
二重
陽
宴

一。
題
云
、
仙
潭
菊
」
(『
日
本
紀
略
』
)

　　
　

寛

平

2

/

9
+
/

12

「
召

二
儒

士

於

禁

中

一、

令

レ
賦

二
未

レ
旦

求

レ
衣

賦

、

霜

菊

詩

等

一」

(
『
日
本

紀

略

』
)

寛

平

2

/

9

+
/

29

「
有

二
密

宴

一
。

題

云

、

閏

九

月

尽

燈

下

即

事

詩

」

(
『
日

本

紀

略

』
)

寛

平

3

/

3

/

3

「
上

巳

対

レ
雨

翫

レ
花

応

製

一
首

」

(
『
田

氏

家

集

』

下

・

　　
　

燭
)

寛
平
3
/
6
/
13

「三
年
六
月
十

三
日
講
畢
」
「講
畢
澆
章
、
時
賜

二
曲
席
一」

(『田
氏
家
集
』
下

・
67
)

1

寛
平
3
/
9
/
10

「
重
陽
後
節

題
秋
叢
応
製

一
首

〈
探
賜
交
字
〉」

(『
田
氏

　　
　

家

集

』

下

・
68
)

1

寛
平
4
/
3
/
3

寛
平
4
/
7
/
7

寛
平
4
/
9
/
9

寛
平
4
/
9
/
10

寛
平
4
/
9
/
*

寛
平
5
/
1
/

*

寛
平
5
/
1
/
21

寛
平
5
/
7
/
7

寛
平
5
/
9
/
9

寛
平
6
/
1
/
*

寛
平
6
/
9
/
9

寛
平
6
/
9
/
10

寛
平
6
/
10
/
*

寛
平
7
/
2
/
*

寛
平
7
/
3
/
3

寛
平
7
/
3
/
*

寛
平
7
/
5
/
15

「勅

二
詩

人

一、

令

レ
賦

二
花

時

天
似

レ
酔

之

詩

一」

(
『
日
本

紀

略

し
9
)

「
公

宴

。

賦

下
代

二
牛

女

}惜

二
暁

更

一之

詩

上
」

(
『
日

本

紀

脆

噸
)

「重
陽
宴
。
群
臣
献

レ
寿
詩
」
(『日
本
紀
略
』
)

　　
　

「詩
宴
。
題
云
、
秋
雁
櫓
声
来
」
(『日
本
紀
略
』)

「惜
二残
菊
一各
分

二
一
字
一応
製

〈
井
序
〉」

(『菅
家
文
草
』

五

・
醜3

「
密

宴

。

賦

二
宮

人

催

レ
粧

之

詩

一」

(
『
日

本

紀

略

』
)

「
内

宴

。

題

云

、

聞

二
春

楽

一」

(
『
日
本

紀

略

』
)

「
公

宴

。

賦

二
七

夕

詩

一」

(
『
日
本

紀

略

』
)

「
重

陽

宴

。
題

云

、

観

三
群

臣
侃

二
茱

萸

一」
(
『
日

本

紀

略

』
)

「
内
宴

。
以

レ
翫

二
梅

花

一為

レ
題

」

(
『
日
本

紀

略

』
)

「有

二
重

陽
宴

一。
題

云

、
天

澄

識

一賓

鴻

一」
(
『
日

本
紀

略

』
)

「
詩

宴

。

題

云

、

雨

夜

紗

燈

」

(
『
日

本
紀

略

』
)

「
公

宴

。

賦

二
冬

日
残

菊

」

(
『
日
本

紀

略

』
)

「
公

宴

。

賦

下
春

翫

二
桜
花

一之

詩

上
」

(『
日
本

紀

略

』
)

「
天
皇

幸

二
神

泉

苑

一」

(
『
日

本

紀

略

』
)
、

「
神

泉

苑

三

日

宴

同

賦

二
煙

花

曲

水

紅

一応

製

」

(
『
菅

家

文

草

』

五

・
謝
)

「
公
宴

。

月
夜

翫

二
桜

花

一為

レ
題
」

(
『
日
本

紀

略

』
)

「
賜

二
酒

僕

於

客

徒

一」

(『
日
本

紀

略

』
)
、

「
夏

日
饅

二
渤

海

大

使

帰

一」

(
『
菅
家

文

草

』

五

・
蛎
)
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寛
平
7
/
7
/
7

「七
夕
応
製
」

(『菅
家
文
草
』
五

・
鉱
瑚)

4

寛
平
7
/
9
/
9

「重
陽
宴
。
題
云
、
秋
日
懸
二
清
光
一」

(『日
本
紀
略
』
)

寛
平
7
/
9
/

10

「重
陽
後
朝
同
賦
三
花
有
二
浅
深

一応
製
」

(『
菅
家
文
草
』

五

・
29
)
4

寛
平
8
/
1
/
21

「内
宴
。
春
先
梅
柳
知
、
為

レ
題
」

(『日
本
紀
略
』)

　マ
マ
　

寛

平

8

/

1

+
/

6

「
幸

二
北

野

。

午

刻

先

御

各

流

幸

二
雲

林

院

一」

(
『
日

本

紀

略

』
)
、

「
雇

訓
従

雲

林

院

一不

レ
勝

二
感

歎

一柳

叙

レ
所

レ
観

〈
井

序

〉」

(
『
菅

家

文

草

』

六

・
31
)
4

寛

平

8
/

2

/

23

「
天

皇

幸

二
神

泉

苑

一
。

召

二
文

人

一賦

レ
詩

。

其

題

、

花

問

理

二
管

絃

一
。

又

召

二
学

生

一奉

レ
試

。

賦

二
同

題

一」

(
『
日

本

紀

略

』
)

寛

平

8
/

9
/

9

「重

陽
宴

。

詩

題

云

、

菊

花

催

二
晩

酔

一」

(
『
日
本

紀

略

』
)

寛

平

8

/

9

/

10

「
九

日

後

朝

同

賦

二
秋

深

一応

製

」

(
『
菅

家

文

草

』

六

・

鰯
)

寛

平

8

/

9
/

16

「
於

二
清

涼

殿

一
、
有

二
菊

花

宴

一」

(
『
日

本

紀

略

』
)

　ぬ
　

寛
平
9
/
1
/
14

「内
裏
。
題
云

、
新
煙
催

二柳
色

一」
(『日
本
紀
略
』)

寛
平
9
/
1
/
24

「内
宴
。
題
云

、
翫

二殿
前
梅
花

」

(『日
本
紀
略
』)

宇
多
朝
で
は
、
詩
宴
四
十
二
回
中
、
重
陽
宴
七
回
、
内
宴
六
回
と
極
端
に
比
率

が
落
ち
る
。
そ
の
代
わ
り
、
九
月
十
日
、
七
月
七
日
、
三
月
三
日
の
詩
宴
が
目
立

つ
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
理
解
す
れ
ば
、
天
皇
が
主
催
す
る
詩
宴
の
場
が
拡
大
し
て

い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
詩
宴
が
、

内
宴
や
重
陽
宴
と
同
様
の
性
格

・
地
位
を
持

つ
の
で
あ
れ
ば
、
公
事
と
し
て
の
詩

宴

の
拡
大
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
天
皇
主
催
の
詩
宴
で
あ
れ
ば
1
詩
宴
に
限

ら
ず
天
皇
主
催
の
行
事
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
る
が
ー
、
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
公
的

性
格
が
あ
る
と
は
実
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
目
で
今

一
度
先
の

一
覧

を
見
て
み
る
と
、
「
公
宴
」
と
称
さ
れ
る
詩
宴
が
七
回
見
え
る
。
宇
多
朝
で
は
重

陽
宴

に
匹
敵
す
る
数
値
で
あ
る
。
「公
宴
」
と

い
う

い
か
に
も
公
事
ら
し
き
名
称

を
持

つ
こ
の
宴

の
性
格
は
、
や
は
り
問
題
に
な

っ
て
こ
よ
う
。

二

「公
宴
」
と
い
う
語
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
あ
た
か
も
内
宴
な
ど
と
同
列
に
扱

え
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
う
判
断
す
る
前
に
、
語
そ
の
も

の
が
意
味
す
る
と
こ

　お
　

 ろ
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
あ
げ
た
宇
多
朝
の
例
は
、

寛
平
元
年
九
月
某
日

寛
平
二
年
七
月
七
日

寛
平
四
年
七
月
七
日

寛
平
五
年
七
月
七
日

寛
平
六
年
十
月
某
日

寛
平
七
年
二
月
某
日

寛
平
七
年
三
月
某
日
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の
七
回
で
あ
る
。
こ
の
他
に
宇
多
朝

前
後
に
見
え
る

下
の
例
が
管
見
に
入

っ
た
。

「
公

宴

」

に

つ

い

て
は

、

以

予

為

二
外

吏

一、

幸

侍

二
内

宴

一
。

装

束

之

間

、

得

レ
預

二
公

宴

一者

、

錐

レ
有

二
旧

例

一
、
又
殊

恩

也

。

王

公

依

レ
次

、
行

二
酒

詩

臣

一
。

相

国

以

当

レ
次

。

又

不
レ
可

レ

辞

レ
盃

。

予
前

件

立

不
レ
行

、
須

輿

吟

日
、

明
朝

風

景

属

二
何

人

一
。

一
吟

之

後

、

命

レ
予

山口同
詠

。

蒙

レ
命

欲

レ
詠

、

心

神

迷

乱

、

纏

発

二
一
声

一、

涙

流

鳴

咽

。

宴

罷

帰

レ
家

、

通

夜

不

レ
睡

。

黙

然

而

止

如

二
病

胸

塞

一
。

尚

書

左

丞

、

在

レ
傍

詳

聞

、

故

寄

一
篇

、

以

慰

予
情

。

(
『
菅

家

文

草

』

三

・
84
詩

題

)

二

一

二

一

1

(
昌
泰

三

年

九

月

)

十

日

乙

未

。

公

宴

。

題

云

、

秋

思

詩

。

(
『
日
本

紀

略

』
)

故

予
延

喜

以
後

、
不
レ
好

レ
言

レ
詩

。
風

月

徒

抱

、
煙

華

如

レ
棄

。
錐

レ
関
二
公

宴

一
、

不

二
敢

深

思

一。

ロ
ハ
避

二
格

律

之

責

一而

巳

。

若

夫

観

レ
物

感

生

、

随

レ
時

思

動

、

任

二
志

所

一レ
之

、

不

レ
労

二
敢

沈

吟

一
。
応

レ
響

而

和

、
甚

二
於

宿

構

一焉

。

(
『
本
朝

文

粋

』

八

・
01

「
延

喜

以

後

詩

序

」

紀

長

谷

雄

)

2

(
天
延

二
年

三

月

)

廿

八

日

丁

丑

。

…

…

同

日
。

公

宴

。

詩

題

云

、
春

色

雨

中

尽

。

(
『
日
本

紀

略

』
)

(貞

元

元

年

一ご
月

)

廿

九

日

丙

申

。

公

宴

。

召

二
文

人

一令

レ
賦

二
三

月

尽

一。

召

二
伶

人

一奏

二
音

楽

一。

(
『
日
本

紀

略

』
)

最
初
の
道
真
の
詩
題
が
仁
和
二
年

正
月
二
十

一
日
内
宴
時
で
光
孝
朝
、
昌
泰
三

年
九
月
十

日
の
長
谷
雄

の
詩
序
が
醍
醐
朝
、
天
延
、
貞
元
が
円
融
朝

で
あ
る
。

「公
宴
」
と

い
う
語
は
、
宇
多
朝
辺
り
で
比
較
的
見
出
し
や
す
い
と
い
え
よ
う
。

日
付
に
注
意
す
る
と
、
寛
平
年
間
の
七
月
七
日
以
外
は
、
九
月
十
日
、
三
月
二

十
八
日
、
三
月
二
十
九
日
、
日
付
不
明
の
詩
宴
で
も
、
九
月
、
十
月
、
二
月
、
三

月
と

一
定
し
て
い
な

い
。
円
融
朝
の
二
例
が
三
月
尽
日
で
あ
る
以
外
は
、
日
付
に

何
か
し
ら
の
理
由
が
あ
り
そ
う
な
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
恒
例
に
行
わ
れ
る
詩
宴
に
は
、
日
付
に
何
ら
か
の
根
拠
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
九
月
九
日
は
重
陽
日
で
あ
り
、
節
日
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

「公
宴
」
が
行
わ
れ
る
日
は
、
七
月
七
日
以
外
に
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
を
見
出
す

の
は
困
難
で
あ
る
し
、
ま
た
、
恒
例
に
行
わ
れ
た
形
跡
も
な
い
。
「公
宴
」
と
は
、

天
皇
が
詩
興
を
催
し
て
臨
時
に
開
か
れ
た
詩
宴
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
は
推
測
で

き
よ
・つ
。

と
こ
ろ
が
、
道
真
の
例
で
は

「予
外
吏
と
為
り
て
、
幸
に
内
宴
に
侍
る
。
装
束

の
間
、
公
宴
に
預
る
を
得
る
は
、
旧
例
有
り
と
難
も
、
又
殊
恩
也
」
と
、
内
宴
に

侍
る
こ
と
を

「公
宴
に
預
る
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
内
宴
も
ま
た

「公
宴
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
「公
宴
」
と
は
、
内
宴
な
ど

の
公
事
を
も
指

す
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
は
あ
げ
な
か

っ
た
が
、
『延

喜
式
』
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
え
る
。

凡

公

宴

賜

二
酒

食

一
、
親

王

以

下
皆

列

二
庭

中

一再

拝

〈
謂

二
之

謝

座

一
〉。

詑

行

二

酒

人

一
。

把

二
空

蓋

一
授

二
貫

首

者

一
。

脆

受

レ
蓋

再

拝

く
謂

二
之

謝

酒

一
V
。

中

宮

.
東

宮

賜

宴

准

レ
此

。

(『
延

喜

式

』

五
十

・
雑

式

)

「公
宴
」
に
お
け
る
謝
座

・
謝
酒
の
規
定
で
あ
る
。
「
中
宮

・
東
宮
賜
宴
、
此
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れ
に
准
ぜ
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

、
「公
宴
」
は
天
皇
主
催
の
宴
で
あ
る
と
理

解
で
き
る
。
詩
宴
の
中
で
は
、
内
宴

・
重
陽
宴
に
謝
座

・
謝
酒
の
規
定
が
見
え
る

か
ら

(『儀
式
』、
『北
山
抄
』
な
ど
参
照
)
、
先
の
道
真
の
詩
序
と
同
様
の
例
と
な

る
。も

つ
と
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
公
宴
」
は
、
内
宴
や
重
陽
宴
な
ど
の
公
事

と
は
異
な
る
臨
時
の
詩
宴
を
多
く
は
指
す
よ
う
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
道
真

の
例

な
ど
を
念
頭
に
置
く
と
、
天
皇

の
主
催
す
る
詩
宴
全
般
の
こ
と
を

「公
宴
」
と
い

っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
「公
宴
」
と
は
広

い
範
囲
で
使
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
皇
が
主
催
す
る
詩
宴
全
般
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
宇
多
朝
近
辺
の
記
録
を
見
て
い
く
と
、
内
宴
や
重
陽
宴
な
ど
の
公
事
よ
り
も
、

臨
時
の
詩
宴
を

「公
宴
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
。
し
た
が

っ
て
、
詩
宴
が

「公
宴
」
と
称
さ
れ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
内
宴
や
重
陽
宴
と
同
列
で
あ
る
と
は
い

い
難

い
の
で
あ
る
。

三

 

も
う
し
ば
ら
く
公
宴

の
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
。

『雑
言
奉
和
』
に
、
寛
平
元
年
九
月
公
宴
で
の
作
が
十
五
首
残

っ
て
い
る
。
恐

ら
く
は
献
じ
ら
れ
た
詩
の
す
べ
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
公

宴

の
献
詩
者
が
判
明
す
る
。
献
詩
者

の
面
か
ら
、
公
宴

の
性
格
を
窺
え
る
資
料
と

い
え
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
官
歴

(内
官
)
を
中
心
に
考
証
を
加
え
る
。
な
お
、

氏
名

の
下
に
記
し
た
の
は
、
『雑
言
奉
和
』
で
の
位
署
で
あ
る
。

惟
良
高
尚
…

「民
部
大
輔
正
五
位
下
臣
惟
良
宿
禰
高
尚
」

貞
観
十
七
年
、
少
内
記
の
時
、
清
和
天
皇
の
史
記
講
書
で
都
講
と
な
る
。
元
慶

八
年
に
は
、
既
に
勘
解
由
次
官
兼
伊
勢
権
介
で
あ
り
、
四
月
に
、
光
孝
天
皇
の
文

選
講
書
の
都
講
、
,仁
和
三
年
二
月
、
民
部
大
輔
、
五
月
に
は
、
出
羽
国
遷
府
に
つ

い
て
諮
問
に
預
か

っ
て
い
る

(以
上
、
『
日
本
三
代
実
録
』
)。
延
喜
元
年
、
藤
原

時
平
主
催
の
大
蔵
善
行
七
十
賀
に
参
加
し
、
詩
を
賦
し
て
い
る
。
時
に
大
舎
人
頭

(『
日
本
紀
略
』
、
『雑
言
奉
和
』)
。
延
喜
四
年
の
日
本
紀
講
書
で
、
三
善
清
行

・
藤

原
菅
根
等
と
と
も
に
、
特
に
講
座
に
預
か

っ
て
い
る
の
が
資
料
に
現
れ
る
最
後
で

あ
る

(『釈
日
本
紀
』

一
所
引

『新
国
史
』
)。

清
和
天
皇
史
記
講
書
、
光
孝
天
皇
文
選
講
書
で
都
講
で
あ
り
、
日
本
紀
講
書
に

も
、
三
善
清
行

・
藤
原
菅
根
等
と
と
も
に
、
特
に
講
座
に
預
か

っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
先
に
少
内
記
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
章
道
出
身
と
の
資
料
は
な

い
も
の
の
、
そ
の
可
能
性
が
高

い
。

島
田
忠
臣
…

「前
美
濃
介
従
五
位
下
臣
嶋
田
朝
臣
忠
臣
」

　ぜ

い
う
ま
で
も
な
く
菅
原
道
真
の
師
で
、
詩
人
と
し
て
著
名
な
官
人
。
既
に
伝
記

う
　

研
究
も
備
わ
る
の
で
、
省
略
す
る
。

大
蔵
善
行
…

「大
外
記
外
従
五
位
下
臣
大
蔵
朝
臣
善
行
」

　　

忠
臣
同
様
著
名
な
詩
人
で
あ
る
。
伝
記
研
究
も
備
わ
る
の
で
そ
れ
に
譲
る
。

小
野
滋
陰
…

「大
蔵
少
丞
正
七
位
下
臣
小
野
朝
臣
滋
陰
」。

古
今
作
者

(物
名
)
。
『古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
仁
和
四
年
十
二
月
、

大
蔵
大
丞
、
寛
平
三
年
正
月
、
周
防
守
、
寛
平
五
年
三
月
、
信
濃
介
、
同
年
四
月
、

掃
部
頭
。
そ
れ
以
外
は
不
明
。
漢
詩
文
に
関
し
て
も
こ
の
他
は
残
ら
な

い
。
但
し
、
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古
今
物
名
作
者
に
は
詩
に
堪
能
な
人
物
が
多

い
と

い
う
指
摘
が
あ
咲
囎)
あ
る
い

は
詩
人
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　　

藤
原
菅
根
…

「文
章
生
正
七
位
上
臣
藤
原
朝
臣
菅
根
」

『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
良
尚
四
男
。
元
慶
八
春
、
文
章
生
、
同
年
九

月
、
対
策
、
同
三
年
三
月
、
少
内
記
、
同
九
年
七
月
、
勘
解
由
次
官
、
同
月
、
式

部
少
輔
、
昌
泰
二
年
二
月
、
文
章
博

士
を
兼
ね
る
。
同
三
年
正
月
、
蔵
人
頭
、
同

年
五
月
、
右
少
将
、
同
四
年
正
月
、
道
真

の
左
遷
に
絡
ん
で
太
宰
大
弐
に
既
さ
れ

る
も
、
二
月
に
は
、
式
部
少
輔
、
続

い
て
蔵
人
頭
、
三
月
、
権
左
中
弁
。
延
喜
三

年
二
月
、
式
部
権
大
輔
、
同
四
年
二
月
、
春
宮
亮
を
兼
ね
、
同
月
、
式
部
大
輔
、

同
七
年
、
侍
従
を
兼
ね
、
同
八
年
正
月
、
参
議
。
同
年
十
月
七
日
卒
。
五
十
三
歳
。

極
官
は
、
従
四
位
上
参
議
兼
式
部
大
輔

・
侍
従
。
贈
従
三
位
。

こ
の
時
は
位
署
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
章
生
。
文
章
博
士
に
も
任
じ
ら
れ

て
お
り
、
詩
文
に
関
し
て
も
、
大
蔵

善
行
七
十
賀

で
の
作

(『雑
言
奉
和
』
)
や
、

宇
多
法
皇

の
大
覚
寺
御
幸
で
の
詩
序

の
逸
文

(『古
今
和
歌
集
目
録
』
素
性
)
な

ど
が
残
る
。

藤
原
直
方
…

「阿
波
権
守
臣
藤
原
朝
臣
直
方
」

藤
原
良
相
男
。
貞
観
六
年
三
月
、
左
兵
衛
権
左
、
同
八
年
十
二
月
、
次
侍
従

(以
上
、
『
日
本
三
代
実
録
』)
。
『尊
卑
分
脈
』

で
は
、
従
五
位
上
、
加
賀
権
守
と

記
す
。
官
歴
か
ら
は
、
詩
文

の
才
能

は
不
明
で
あ
る
が
、
父
良
相

の
亮
伝

に

「次
直
方

・
忠
方
並
び
に
才
行
を
以
て
称
せ
ら
る
」

(『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九

　ヨ

年
十
月
十
日
)
と
あ
り
、
学
才

で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『日
本
紀
略
』
仁
和

四
年
九
月
十
五
日
条
に

「直
方

・
興
基

・
惟
範

・
時
平
朝
臣
等
を
し
て
弘
仁
以
後

の
鴻
儒

の
詩
に
堪
ふ
る
者
を
択
ば
し
む
」
と
あ
る
。
詩
に
勝
れ
た
鴻
儒
を
選
ぶ
の

だ
か
ら
、
詩
才
は
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
惟
範
…

「弾
正
大
弼
従
四
位
下
臣
平
朝
臣
惟
範
」

高
棟
王
男
。
『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
貞
観
十
六
年
十
二
月
、
蔵
人
、
同
十

七
年
八
月
、
皇
太
后
宮
権
亮
、
仁
和
三
年
二
月
、
民
部
大
輔
を
兼
ね
、
同
年
五
月
、

民
部
大
輔
を
去

っ
て
弾
正
大
弼
を
兼
任
。
寛
平
二
年
正
月
、
式
部
大
輔
を
兼
ね
、

同
九
年
五
月
、
大
蔵
卿
。
同
年
六
月
、
太
皇
大
后
宮
権
大
夫
。
延
喜

二
年
正
月
、

参
議
兼
大
蔵
卿
。
以
後
、
左
兵
衛
督

(延
喜
七
年
正
月
)
を
兼
ね
つ
つ
、
延
喜
八

年
正
月
、
中
納
言
。
三
月
に
は
検
非
違
使
別
当
を
兼
ね
、
八
月
に
左
兵
衛
督
を
去

っ
て
民
部
卿
を
兼
任
。
同
九
年
四
月
、
右
大
将
を
兼
ね
、
九
月
に
亮
。
五
十
五
歳
。

極
官
は
、
従
三
位
中
納
言
兼
右
大
将
。

官
歴
か
ら
は
、
学
才

の
程
は
窺
え
な
い
が
、
前
記
直
方
と
共
に
、
弘
仁
以
後
鴻

儒
の
選
択
に
預
か
り
、
ま
た
、
『延
喜
格
』
の
編
纂
に
携
わ

っ
て
い
る
。
な
お
、

前
記
大
蔵
善
行
七
十
賀
に
参
加
し
、
詩
を
賦
し
て
い
る
。
直
方
と
同
じ
く
学
才
は

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
原
滋
実
…

「左
近
衛
将
監
臣
藤
原
滋
実
」

藤
原
真
作
孫
、
興
世
男
。
『尊
卑
分
脈
』
に
は
、
蔵
人
、
従
四
位
下
、
陸
奥
守
、

左
近
将
監
と
あ
る
。
左
馬
大
允
の
と
き
元
慶
の
乱
に
従
軍
し

(『日
本
三
代
実
録
』

元
慶
八
年
七
月
十
日
)
、
文
室
有
房
と
と
も
に
、
単
騎
で
賊
所
に
行
き
、
賊
軍
の

降
伏
を
許
し
た

(『同
』
十
月
十
二
日
)
。
以
後
の
官
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

『日
本
紀
略
』
康
保
二
年
二
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
寛
平
四
年
、
左
少
将
。
し

か
し
、
菅
原
道
真

「奉
勅
放
却
鹿
鳥
願
文

〈寛
平
四
年
五
月
十
六
日
〉」

(『菅
家
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文
草
』
十
二

・
鰯
)
に

「蔵
人
右
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
滋
実
」
と
見
え
る
。
な
お
、

昌
泰
元
年
の
宇
多
上
皇

の
片
野
御
幸

に
参
加
し
て
い
る

(「昌
泰
元
年
歳
次
戊
午

十
月
廿
日
競
狩
記
」
)。
官
職
は
左
近
衛

少
将
で
あ
る
。
道
真
の

「芙
奥
州
藤
使
君

〈
九
月
廿
二
日
四
十
韻
〉」

(『菅
家
後
集

』
鰯
)
は
延
喜
元
年
の
作
で
、
滋
実
を
悼

こ
の
か
た

ん
だ
詩
で
あ
る
が
、
詩
中
に

「葬
む
り

て
来
十
五
旬
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
が
詠
ま

か

つ

れ
た
の
が
九
月
二
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
四
月
ご
ろ
卒
か
。
ま
た
、
「曽
経
て
共

に
侍
中
」
と
、

一
時
期
蔵
人
と
し
て
同
僚
で
あ

っ
た
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
道
真

は
寛
平
三
年
か
ら
寛
平
五
年
ま
で
蔵
人
頭
、
滋
実
に
は
蔵
人
で
あ

っ
た
期
間
を
明

確
に
示
す
資
料
は
な
い
が
、
前
掲

「奉
勅
放
却
鹿
鳥
願
文

〈
寛
平
四
年
五
月
十
六

日
〉」
に
よ
れ
ば
、
寛
平
四
年
に
は
蔵
人
で
あ

っ
た
。
な
お
、
岩
波
日
本
古
典
文

学
大
系

の
鰯
詩
の
補
注
に
よ
れ
ば
、
貞
享
版
本

の
詩
題
注
に

「仁
和
二
年
、
滋
実

為
蔵
人
」
と
あ
る
。
こ
の
寛
平
元
年
も
蔵
人
で
あ

っ
た
か
。

官
歴
か
ら
見
て
も
、
詩
才
が
特
に
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
現
存
す
る
詩
も

こ
の

一
首

の
み
。

藤
原
定
国
…

「左
衛
門
少
尉
臣
藤
原
定
国
」

藤
原
高
藤
男
。
『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
仁
和
三
年
四
月
、
蔵
人
、
同
四
年

二
月
、
左
衛
門
少
尉
、
寛
平
三
年
三
月
、
侍
従
。
同
年
四
月
禁
色
を
許
さ
れ
る

(蔵
人
)。
同
四
年
五
月
、
右
衛
門
佐
、
同
五
年
四
月
、
春
宮
少
進
を
兼
ね
、
同
年

五
月
、
内
蔵
頭
を
兼
任
。
同
七
年
三
月

に
は
、
春
宮
大
進
を
兼
ね
る
。
同
八
年
正

月
、
左
少
将
、
同
九
年
七
月
、
蔵
人
頭
。
同
年
九
月
、
権
中
将
に
転
じ
、
昌
泰
二

年
二
月
に
参
議
兼
左
中
将
。
同
年
十
二
月
、
中
納
言
、
左
中
将
元
の
如
し
。
延
喜

元
年
、
右
大
将
を
兼
ね
、
延
喜
二
年
正
月
、
大
納
言
、
右
大
将
元
の
如
し
。
二
月
、

さ
ら
に
按
察
使
を
兼
ね
る
。
同
四
年
に
は
、
春
宮
大
夫
も
兼
任
、
延
喜
六
年
七
月

二
日
亮
。
四
十
歳
。
極
官
は
、
従
三
位
大
納
言
兼
右
大
将

・
春
宮
大
夫

・
陸
奥
出

羽
按
察
使
。

『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
仁
和
三
年
、
寛
平
三
年
に
蔵
人
で
あ
る
。
こ
の
間

蔵
人
で
あ
り
続
け
た
と
す
れ
ば
、
位
署
に
は
示
さ
れ
な

い
も
の
の
、
こ
の
寛
平
元

年
も
蔵
人
で
あ
る
。
ま
た
、
宇
多
更
衣

(仁
和
四
年
十
月
九
日
更
衣

(『
日
本
紀

略
』)
、
寛
平
五
年
正
月
二
十
二
日
女
御

(『同
』
))
胤
子
の
弟
に
当
た
る
。

官
歴
か
ら
は
、
詩
才
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
。
現
存
す
る
詩
も
こ
の

一
首

の

み
。

橘
公
緒
…

「蔭
子
橘
公
緒
」

橘
広
相
男
。
『橘
氏
系
図
』
で
は
、
従
四
位
下
、
播
磨
守
。
資
料
が
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
な

い
が
、
『寛
平
御
記
』

(『明
文
抄
』
所
引
)
寛
平
二
年
四
月
二
十
四

日
条
に
、
「蔵
人
橘
公
緒
」
と
し
て
見
え
る
。

宇
多
更
衣

(前
掲
胤
子
と
同
時
に
更
衣
、
女
御
)
義
子
の
弟
。

詩
文
に
つ
い
て
は
、
こ
の

一
首

の
み
。

藤
原
如
道
…

「蔭
子
藤
原
如
道
」

皇
太
后
宮
亮
秀
定
男
。
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
正
五
位
下
、
左
京
亮
、
右

少
弁
、
検
非
違
使
、
蔵
人
。
寛
平
六
年
十
二
月
、
大
炊
権
助
、
右
衛
門
尉
元
の
如

し
と
の
記
事
が
、
『大
日
本
史
料
』
所
引

「勘
例

(陽
明
文
庫
記
録
)
」
に
見
え
る
。

寛
平
七
年
か
ら
昌
泰
元
年
ま
で
右
衛
門
権
佐

(『衛
門
府
補
任
』、
『宮
滝
御
幸
記

略
』
)。
昌
泰
元
年
、
宇
多
上
皇

の
片
野

・
宮
滝
御
幸
に
参
加
。
時
に
、
右
衛
門
権

佐

・
検
非
違
使
。



40奈 良 大 学 紀 要 第30号

官
歴
か
ら
は
詩
才
の
有
無
は
不
明
。
残
る
詩
も
こ
の

一
首

の
み
。

源
湛
…

「右
近
衛
少
将
正
五
位
下
臣
源
朝
臣
湛
」

源
融
男
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば

、
貞
観
十
二
年
三
月
、
侍
従
、
同
十
八
年

十
二
月
、
左
兵
衛
佐
、
同
十
九
年
正
月
、
左
衛
門
佐
、
元
慶
九
年
正
月
、
左
少
将
。

寛
平
二
年
二
月
、
内
蔵
権
頭
を
兼
ね
、
同
年
九
月
、
蔵
人
頭
。
同
四
年
正
月
、
内

蔵
頭
に
転
じ
、
二
月
、
左
権
中
将
。
寛

平
五
年
九
月
、
参
議
。
以
後
、
弾
正
大
弼

(寛
平
八
年
二
月
)、
刑
部
卿

(同
九
年
五
月
)
を
兼
ね

つ
つ
、
延
喜
八
年
正
月
、

中
納
言
。
同
九
年
正
月
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
を
兼
任
、
同
十
三
年
正
月
、
大
納
言
。

同
十
四
年
八
月
、
致
仕
。
極
官
は
、
従

三
位
大
納
言
。
延
喜
十
五
年
五
月
二
十

一

日
莞
。
七
十

一
歳
。
な
お
、
位
署
及
び

『公
卿
補
任
』
で
は
見
え
な
い
が
、
『職

事
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
寛
平
元
年
、

五
位
の
蔵
人
。

湛
に
つ
い
て
も
、
官
歴
か
ら
詩
才

の
有
無
は
不
明
。
残
る
詩
も
こ
の

一
首
の

み
。

　ヨ

藤
原
孝
快
…

「蔵
人
正
六
位
上
行
兵
部
少
丞
臣
藤
原
朝
臣
孝
快
」

葛
野
麻
呂
曾
孫
、
春
景
男
。
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
蔵
人
、
従
五
位
下
、

民
部
少
輔
。
位
署
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
、
蔵
人
。

官
職
か
ら
は
、
詩
才
の
有
無
は
不
明
。
残
さ
れ
た
詩
も
こ
の

一
首
の
み
。

藤
原
有
頼
…

「蔭
子
藤
原
有
頼
」

藤
原
山
陰
男
。
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
従
五
位
下
但
馬
守
。
寛
平
五
年
四

月
、
春
宮
主
馬
。
右
馬
助
元
の
如
し
。
寛
平
六
年
正
月
以
前
、
蔵
人

(以
上

『大

日
本
史
料
』
所
引

「勘
例

(陽
明
文
庫
記
録
)」
)
。

官
歴
か
ら
は
詩
才
の
有
無
は
不
明
。
残
る
詩
も
こ
の

一
首
の
み
。

宇
多
天
皇

主
催
者
で
あ
る
。
伝
記
は
省
略
。

以
上
の
十
五
人
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。高

尚
か
ら
惟
範
ま
で
は
、

一
部
不
明
を
含
み
な
が
ら
も
、
詩
文
に
堪
能
な
官
人

で
あ
る
。
詩
宴
に
召
さ
れ
る
の
は
極
め
て
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
は
、
詩
作
に
堪
能
と
は
い
え
な
い
人
物
ば
か
り
で
あ
る
が
、
湛
、
定

国
、
孝
快
が
こ
の
時
蔵
人
、
滋
実
も
そ
の
可
能
性
を
残
す
。
公
緒
、
定
国
は
宇
多

更
衣

の
兄
妹
で
あ
る
。
不
明
な
の
が
、
如
道
、
有
頼
で
あ
る
が
、
如
道
は
後
、
宇

あ
　

多

の
御
幸
に
も
雇
従
し
て
お
り
、
何
か
し
ら
の
関
係
を
予
測
さ
せ
る
。
ま
た
有

頼
も
こ
れ
以
後

で
は
あ
ろ
う
が
宇
多
朝

の
蔵
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
公
宴
の
献
詩
者
は
、
詩
人
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
以
外
に
区
別
で
き
、

詩
人
グ
ル
ー
プ
以
外
は
、
蔵
人
あ
る
い
は
宇
多
の
近
親
者
と
な
る
。

蔵
人
所
は
、
天
皇
家
の
家
政
を
つ
か
さ
ど
る
私
的
機
関
で
あ
り
、
天
皇
の
代
替

わ
り
と
と
も
に
任
を
替
わ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
皇
と
密
接
に
繋
が

る
。
ま
た
、
宇
多

の
更
衣
の
血
縁
で
あ
る
定
国
、
公
緒
は
ま
さ
し
く
近
親
者
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
こ
の
公
宴
で
は
、
詩
人
以
外
に
、
蔵
人

・
近
親
者
と

い
う
天
皇
自

　ぬ
　

身
に
私
的
に
繋
が
る
人
々
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

詩
宴
に
詩
人
が
呼
ば
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
詩
宴
に
は
、
詩
の

専
門
家
こ
そ
が
召
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
九
月
九
日
重
陽
宴
の
献
詩
者
に

つ
い
て
は
、
「応
に
召
す
べ
き
文
人
は
、
前
二
日
、
省
、
文
章
生
井
び
に
諸
司
官
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人
の
文
を
属
る
に
堪

へ
た
ゐ
者
を
簡
定
す
」

(『延
喜
式
』
式
部
下
)
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
「文
人
」
と
し
て
、
文
章
生
と
と
も

に
詩
に
堪
能
な
者
が
選
ば
れ
る
の

　お
　

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
公
宴
で
は
、
忠
臣
ら
は
、
詩
に
堪
能
で
文
章
道
出
身

で
も
あ
り
、
「
文
人
」
と
し
て
の
資
格
も
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
滋
実
以
下

は
、
現
存
資
料
か
ら
は
詩
才
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
「
文
人
」
と
し
て
重
陽
宴
な

ど
の
詩
宴
に
召
さ
れ
る
と
は
思
え
な

い
。
宇
多
天
皇
の
蔵
人
あ
る
い
は
近
親
者
と

い
う
関
係
か
ら
召
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
内
宴
や
重
陽
宴
な
ら

ば
、
も

っ
と
広

い
範
囲
で
、
詩
に
堪
能
な
も

の
が
選
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
通
常
な
ら
ば

「文
人
」
と

し
て
は
召
さ
れ
な
い
官
人
が
、
天
皇
の
近
辺

か
ら
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蔵
人
や
近
親
者
が
多
く
献
詩
し
て
い
る
事
実
に
、

こ
の
詩
宴
の
私
的
な
性
格
を
読
み
と

っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
献
じ
ら
れ
た
詩

の
詩
題
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
忠
臣
の

詩
の
題
を
あ
げ
る
。

七
言
惜
秋
翫
残
菊
応

製

一
首

〈
探
得
深
字

〉

内
宴
や
重
陽
宴
で
は
、
詩
題
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

九
日
侍
宴
同
賦
鴻
雁
来
賓
各
探

一
字
得
葦
応
製

(『菅
家
文
草
』

・
8
)

「侍
宴
」

(「侍
内
宴
」
な
ど
も
同
様
)
と
い
う
文
言
の
有
無
が
問
題
に
な
る
の

で
あ
る
が
、
『田
氏
家
集
』
『菅
家
文
草
』
を
通
覧
す
る
と
、
詩
題
に

「侍
宴
」
と

書
く
の
は
、
内
宴

・
重
陽
宴
に
限
ら
れ
て
お
り
、
書
か
れ
な
い
詩
宴
と
は
明
ら
か

・

に
区
別
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
関
わ

っ
て
、
平
安
後
期
の
例
で
あ
る
が
、
『朝
野

群
載
』
に
次

の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

七
言
九
日
侍
宴
。
同
賦
寒
菊
戴
霜
抽
応
製
詩

一
首

〈
以
某
為
韻
井
序

〉

官
位
臣
朝
臣
名
上

〈
帯
二
蔵
人
一者
、
官
位
上
書
二蔵
人
字

一。
他
所
者
不
レ書
レ

之
〉

今
案
、
公
宴
之
時
、
必
書
二
侍
宴
字
一也
。
臨
時
密
宴
不
レ
書
レ之
。
又
七
言
四

韻
詩
者
、
三
行
余

三
字

為

常
例

。
若
有

字
閾

非

此
例

。

一

二

一

二

一

二

一

二

(『朝
野
群
載
』
十
三

・
書
詩
体

・
帝
王
)

こ
こ
に
は
詩
題
の
書
式
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「今
案
ず
る
に
、
公

宴
の
時
、
必
ず
侍
宴
の
字
を
書
く
也
。
臨
時
の
密
宴
こ
れ
を
書
か
ず
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
「公
宴
」
な
ら
ば

「侍
宴
」
と
書
き
、
「臨
時
の
密
宴
」
な
ら
ば
書
か
な

い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
『朝
野
群
載
』

で
い
う
と
こ
ろ
の

「
公
宴
」
と
今
問
題

に
し
て
い
る

「公
宴
」
と
を
同
じ
も

の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
詩
題

に

「侍
宴
」
と
書
く
か
否
か
で
、
詩
宴

の
性
格
の
差
異
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
参

考
に
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
平
安
前
期
に
お

い
て
も
、
「侍
宴
」
と
記
さ
れ
る
の
が

内
宴

・
重
陽
宴
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
詩
宴
に
は
書
か
れ
な

い
と

い
う

の
は
、

『朝
野
群
載
』
と
同
様
な
事
情
を
示
し
て
い
よ
う
。

つ
ま
り
、
「侍
宴
」

の
語
の
有

無
で
、
公
事

(内
宴

・
重
陽
宴
)
と

「臨
時
の
詩
宴
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
「侍
宴
」
と
詩
題
に
記
さ
れ
な
い
こ
の
公
宴
は
、
「臨
時
の

密
宴
」
、

つ
ま
り
極
め
て
私
的
要
素
を
含
ん
だ
詩
宴
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

四

公
宴
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
宇
多
朝

の
公
宴

の
中
に
、
七
月
七
日
の
詩
宴

が
三
回
見
出
せ
る
。
「公
宴
」
と

い
う
語
は
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な

「臨

時
の
密
宴
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
内
宴
な
ど
の
恒
例
の
公
事
を
も
そ
の
範
囲
内
に

含
む
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、
こ
の
七
月
七
日
の
詩
宴
は
、

い
ず
れ
に
該
当
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

宇
多
朝
以
前
の
七
月
七
日
の
詩
宴
を

一
覧
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

(
天

平

六

年

)

秋

七

月

丙

寅

。

天

皇

観

二
相

撲

戯

一。

是

夕

、

徒
訓
御

南

苑

一。

命

二
文

人

一賦

二
七
夕

之

詩

一。

賜

レ
禄

有

レ
差

。

(
『
続

日

本

紀

』
)

(天

平

十

年

)

秋

七

月

癸

酉

。

天
皇

御

二
大

蔵

省

一、
覧

二
相

撲

一。

晩

頭

、
転
訓

御

西

池

宮

一。
因

指

二
殿

前

梅

樹

一、
勅

二
右

衛

士

督

下
道

朝

臣

真

備

及
諸

才

子

一

日

、

人

皆

有

レ
志

、
所

レ
好

不

レ
同

。

朕

、

去

春

、

欲

レ
翫

二
此

樹

}
、

而

未

レ
及

二

賞

翫

一。

花

葉

遽

落

、
意

甚

惜

焉

。

宜

下
各

賦

二
春

意

一
、
詠

中
此

梅

樹

上
。

文

人

計

人

、

奉

レ
詔

賦

レ
之

。

因

賜

二
五
位

已

上
維

廿

匹

一。

(
『
続

日

本

紀

』
)

平

城

天

皇

大

同

二

年

七

月

壬

辰

。

御

二
神

泉

苑

一、

観

二
相

撲

一
、
令

三
文

人

賦

二

七

夕

詩

一、

後

日
文

人

賜

レ
綿

有

レ
差

。

(
『
類

聚

国

史

』

歳

時

四

・
七

月

七

日

)

(大

同

三
年

七

月

)

丁

亥

。
幸

二
神

泉

苑

一
、
観

二
相

撲

一。

令

三
文

人

賦

二
七

夕

詩

一
。

(
『
日
本

後

紀

』
)

(弘

仁

三

年

七

月

)

癸

亥

。

幸

二
神

泉

苑

一、

観

二
相

撲

一
。

命

二
文

人

一賦

二
七

夕

詩

一。

(
『
日
本

後

紀

』
)

(弘

仁

)

四

年

秋

七

月

丁

巳

。

幸

二
神

泉

苑

一
、

観

二
相

撲

一
。
命

二
文

人

一賦

二

七
夕

詩

一。

(
『
類

聚

国
史

』

七

十

三

・
歳

時

四

・
七

月

七

日

)

(弘

仁

六
年

七

月

)

丙

子

。
幸

二
神

泉

苑

一、

命

二
文

人

一賦

二
七
夕

詩

。

(
『
日
本

後

紀

』
)

天
平
六
年
に
は
、
聖
武
天
皇
が
相
撲
を
見
、
そ
の
夕
方
に
文
人
に
命
じ
て
七
夕

の
詩
を
詠
ま
せ
て
い
る
。
次

の
天
平
十
年
は
七
夕
詩
で
は
な

い
が
、
相
撲
の
後
詩

宴
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
、
天
平
六
年
時
と
同
じ
く
、
弘
仁
四
年
ま
で
、

天
皇
が
相
撲
を
見
、
そ
の
後
に
七
夕
の
詩
を
詠
む
こ
と
が
恒
例
に
な

っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
相
撲
と
詩
宴
の
関
係
は
、
天
平
六
年
す
な
わ
ち
聖
武
朝

に
起
源
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
聖
武
朝
以
後
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
恒
例
と
な

っ
た
の
は
、
平
城
天
皇

の
大
同
年
間
以
後
だ
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
弘
仁
六
年

の
よ
う
に
、
相
撲
記
事
が
な
く
詩
宴

の
み
の
場
合
も
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
平
城
か
ら
嵯
峨
朝
に
は
、
七
月
七
日
に
相
撲

が
あ
り
そ
の
後
に
七
夕
の
詩
宴
が
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
相
撲

が
あ
れ
ば
必
ず
詩
宴
が
行
わ
れ
た
か
と

い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。
聖
武
朝
の
天

平
十
年
か
ら
平
城
朝
の
大
同
二
年
の
問
に
位
置
す
る
桓
武
朝
で
は
、
相
撲
は
行
わ
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れ
る
が
詩
宴
は
行
わ
れ
な
い
。
嵯
峨
朝
で
も
、
弘
仁
十

一
年
に
は

「神
泉
苑
に
幸

す
。
相
撲
を
観
る
」

(『類
聚
国
史
』
七
十
三

・
歳
時
四

・
相
撲
)
と
だ
け
あ
り
、

詩
宴
の
記
述
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
七
月
七
日
は
節

日
で
、
相
撲
節
会
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『内
裏
式
』
で
記
さ
れ
る
そ
の
概
要
は
、
大
日
方
克
己
氏
の
要
約
に
よ
れ
ば
以
下

(26
)

の

よ
う

に
な

る
。

①
天
皇
が
出
御
し
、
召
し
に
よ
り
皇
太
子

・
大
臣
以
下

・
六
位
以
下
ま
で
が
参

入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
に
着
く
。
左
右
相
撲
司
が
神
泉
苑
の
東
西
正
門
外
で

乱
声
を
あ
げ
入
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
厭
舞
を
行

い
座
に
着
く
。

②
四
尺
以
下
の
小
童
に
よ
る
占
手

の
相
撲
。

③
左
右
か
ら
近
衛

・
兵
衛

・
白
丁
が

一
人
ず

つ
出
て
計
二
十
番

の
勝
負
を
行

う
。
勝
方
は
乱
声
を
あ
げ
て
舞
う
。

④
相
撲
の
間
に
天
皇
、
群
臣

へ
の
饗
饅
が
行
わ
れ
る
。

⑤
群
臣
が
再
拝
し
て
退
出
。
最
後

に
天
皇
が
還
御
す
る
。

　き

こ
の
次
第
に
は
、
詩
宴

の
こ
と
は
記
さ
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
規
定
上
は
、
相

撲
と
詩
宴
は
別
個
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
詩
宴
記
事
が
な

い
の
で
先

に
は
あ
げ
な
か

っ
た
が
、
淳
和
朝
天
長
三

年

の
記
事
に
は
、

天

長

三
年

六

月

己

亥

。
改

二
七

月

七

日
相

撲

　
。
定

二
十

六

日

。
避

二
国

忌

一也

。

(『類
聚
国
史
』
七
十
三

・
歳
時
四

・
相
撲
)

と
、
国
忌

(平
城
天
皇
)
を
避
け
る
た
め
に
相
撲
節
会
を
七
月
十
六
日
に
移
行
さ

せ
る
旨
の
記
述
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
、
七
月
七
日
に
は
、
相
撲
は
も

ち
ろ
ん
詩
宴
も
行
わ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期

(淳
和

朝
以
前
)
ま
で
、
七
月
七
日
の
詩
宴
が
相
撲
節
会
と
不
可
分
に
結
び

つ
い
て
い
た

こ
と
の
証
左
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

七
月
七
日
の
詩
宴
が
相
撲
節
会
と
不
可
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
詩
宴
は
、

　　

九
月
九
日
節
会
で
重
陽
の
詩
宴
が
行
わ
れ
る
の
と
同
じ
構
造
に
な
る
。
そ
う
な

れ
ば
、
宇
多
朝
の
七
月
七
日
の
詩
宴
が
、
平
城

・
嵯
峨
朝
の
七
月
七
日
の
詩
宴
と

一
連
の
も
の
か
ど
う
か
、
と

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

一
連
で
あ
れ
ば
、
内

宴

・
重
陽
宴
と
同
じ
く
公
事
と
し
て
扱
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
宇
多
朝
の
七
月
七
日
詩
宴
は
、
や
は
り
、
平
城

・
嵯
峨
朝
と
は
異
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第

一
に
、
宇
多
朝
に
お
い
て
も
、
相
撲
は
七
月
下
旬
に
行

わ
れ
て
お
り
、
七
月
七
日
節
会
は
廃
さ
れ
た
ま
ま
で
、
七
月
七
日
詩
宴
と
相
撲
が

分
離
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
理
由
は
、
宇
多
朝
の
七
月
七
日
詩
宴
に
関
す

る
資
料
を
用
い
な
が
ら
次
節
に
論
じ
る
。

五

宇
多
朝

の
七
月
七
日
詩
宴
を
該
当
資
料
と
と
も
に
も
う

一
度
あ
げ
る
。
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寛
平
元
年
七
月
七
日

寛
平
二
年
七
月
七
日

寛
平
四
年
七
月
七
日

寛
平
五
年
七
月
七
日

寛
平
七
年
七
月
七
日

「令
侍

臣
賦
乞
巧
詩
」

「公
宴

。
賦
七
夕
秋
意
詩
」

「公
宴

。
賦
代
牛
女
惜
暁
更
之
詩
」

「公
宴

。
賦
七
夕
詩
」

「七
夕
応
製
」

内
宴

・
重
陽
宴
と
は
同
じ
性
質
と
は
思
え
な
い
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
固
有

の
名
称
が
な

い
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
、
正
月
二
十
日
前
後
に
行
わ
れ
る
詩
宴
は

「内
宴
」
と
称
さ
れ
る
が
、
も
と
も

と

「
内
宴
」
と

い
う
語
は
、
天
皇
が
行
う

内
々
の
宴
を
指
す

の
で
あ

っ
て
、
正
月
の
詩
宴
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ
れ
が
、
天
長

・
承
和
期
に
正
月

の
詩
宴
が
恒
例
化

・
公
事
化
し
て
以
降
、
「内

宴
」
は
原
則
と
し
て
正
月
二
十
日
前
後
に
仁
寿
殿
で
行
わ
れ
る
詩
宴
を
指
す
よ
う

(29
)

に
な
り
、
他
の
宴

に
対
し
て

「内
宴
」
と
は

い
わ
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
詩

宴
に
固
有
の
名
称
が
あ
る
こ
と
は
、
恒
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
に
も
な
り
得

る
の
で
あ
る
。
七
月
七
日
の
詩
宴
に
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
恒
例
の
公
事

で
は
な
い
と
い
う
理
由
の

一
つ
に
な

る
。

次
に
、
詩
題
を
検
討
す
る
。

寛
平
四
年

七
夕
代
牛
女
惜
暁
更
応
製

(『本
朝
文
粋
』
八

・
24

・
小
野
美
材
)

2

七
月
七
日
代
牛
女
惜
暁
更
各
分

一
字
応
製

〈
探
得
程
字
〉

(『菅
家
文
草
』
五

・
46
)
3

七
月
七
日
代
牛
女
惜
暁
更
各
分

一
字
応
製

一
首

〈
探
賜
人
字
〉

寛
平
五
年

七
夕
秋
意
各
分

一
字
応
製

〈
探
得
深
〉

寛
平
七
年

七
夕
応
製

(
『
田
氏

家

集

』

下

・
12
)

2

(『
菅

家

文

草

』

五

・
69
)
3

(
『
菅

家

文

草

』

五

・
27
)
4

先
に
詩
題
の
書
式
に
つ
い
て

『朝
野
群
載
』
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

「臨
時

の
密
宴
」
で
は
、
「侍
宴
」
と
は
書
か
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
今
あ
げ
た
諸

例
は
、
「侍
宴
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
宴
は
、
『朝
野
群
載
』

で
い
う
と
こ
ろ
の

「臨
時
の
密
宴
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
既
述

の
通
り
、
内

宴

・
重
陽
宴
で
あ
れ
ば
、
「侍
宴
」
と
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
詩
序
の
表
現
を
見
て
み
れ
ば
、
寛
平
四
年
時
の
美
材
の
詩
序
の
末
尾
、

所
謂
自
謙
句
に
、
「臣

一
事
有
り
、
富
に
非
ず
寿
に
非
ず
。
家
貧
に
し
て
親
老
ゆ
。

庶
く
は
官
を
択
ば
ざ
ら
ん
こ
と
」
と
あ
る
。
私
、
美
材
は
、
裕
福
で
も
な
い
し
命

長
く
も
な
く
、
家
も
貧
し
く
親
も
老
い
て
い
る
、
だ
か
ら
、
ど
ん
な
官
職
で
も

い

い
か
ら
仕
え
た
い
、
と

い
う
。
天
皇
主
催
の
場
で
、
自
ら
の
不
遇
を
述
べ
立
て
、

　　
　

さ
ら
に
は
官
職
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
境
遇
を
語
り
、
官
職
の
要
求
を
行

い
得
る
場
と
は
ど
う
い
う
性
格

を
持

つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

内
宴
な
ど
で
は
、
こ
う
し
た
文
言
は
、
ま
ず
あ
り
得
な

い
。
詩
序
で
個
人
の
立

場
を
書
く
こ
と
さ
え
稀
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「臣
、
地
は
是
れ
遊
鉤
、
身
は
絋
を
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挟
め
る
に
同
じ
。
視
聴
所
を
失
ふ
。
山豆
に
敢

へ
て
多
言
せ
ん
や
。
伏
し
て

一
人
の

慶
有
る
を
叙
し
、
兼
ね
て
万
物
の
春

に
逢
ふ
を
賦
す
」

(菅
原
道
真

「早
春
侍
内

宴
同
賦
無
物
不
逢
春
応
製

〈
井
序
〉」

(『菅
家
文
草
』

一
・
27
)
と

い
う
措
辞
が

そ
の
稀
な
例
で
あ
る
が
、
私
は
身
分

は
い
ま
だ
低

い
け
れ
ど
も
、
天
使
の
恩
徳
に

よ

っ
て
綿
を
挟
ん
だ
よ
う
に
温
か
く

、
目
も
耳
も
く
ら
み
、
こ
の
内
宴
に
つ
い
て

多
言
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
と

い
う
。
こ
れ
は
、
身
分
の
低
さ
や
能
力
の
な
さ

を
い
う
の
が
目
的
な
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
そ
う
し
た
自
分
ま
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
天
子
の
恩
徳
、
何
も
見
え
ず
聞
こ
え
な
く
な
り
、
多
言
で
き
な

く
な
る
ほ
ど
の
内
宴
の
す
ば
ら
し
さ
を
讃
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
内
宴
や
重
陽
宴

で
の
詩

・
詩
序
に
、
個
人
的
な
感
興
が
万

一
混
じ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
場
の
称
揚
の
た
め
な
の
で
あ
る
。

内
宴
や
重
陽
宴
で
は
、
個
人
的
な
不
遇
感
な
ど
は
詠
ま
れ
な

い
。
既
に
史
家
か

ら
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
恒
例
に
行
わ
れ
る
儀
式
と
は
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た

身
分
秩
序
を
視
覚
的
に
も
確
認
さ
せ
、
天
皇
と
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
場
と
し
て

　　
　

あ
る
。
身
分
秩
序
を
視
覚
的
に
確
認

さ
せ
る
と

い
う

の
は
、
儀
式
に
お
け
る
役

割
や
座
な
ど
が
、
身
分

・
官
職
に
よ

っ
て
決
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
内
宴

な
ど
も
そ
う
し
た
儀
式

の

一
環
と
し

て
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
詩
宴

で
個

人
的
な
不
遇
を
詠
め
ば
、
極
端
に
い
え
ば
、
天
皇
以
下
の
身
分
秩
序

へ
の
不
満
に

な

っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
個
人
的
な
不
遇
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は

原
則
と
し
て
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
七
月
七
日
の
詩
序
で
、
美
材
が
我
が
身
の
不
遇
を

嘆
く

の
は
、
そ
の
場
が
、
内
宴
や
重
陽
宴
の
よ
う
な
場
と
は
異
な
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
文
言
が
許
さ
れ
た
の
は
、
身
分
秩
序
の

維
持
に
重
き
が
置
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
感
懐
を
表
現
す
る
こ
と
の
可
能

　お
　

な
、
密
宴

・
私
的
詩
宴
と
し
て
の
性
格
故
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

占
ノ、

 

七
月
七
日
詩
宴
に
つ
い
て
述
べ
き
た
が
、
宇
多
朝
に
は
七
月
七
日
詩
宴
以
外
に

も
恒
例
に
行
わ
れ
て
い
る
詩
宴
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
、
三
月
三
日
の
詩
宴
で
あ
る
。
寛
平
二
年
時
の
記
録
が
残
る
。

寛
平
御
記
云
、
二
年
三
月
三
日
。
依
二御
燈
事
一、
諸
司
廃
務
。
太
政
大
臣
参

入
、
終
日
宴
飲
事
。
子
時
有
二
詩
興

一、
其
題
三
月
三
日
於
二
雅
院
一賜
二
侍
臣

曲
水
飲

一。
被
レ召
二文
人

一。
前
讃
岐
守
菅
原
朝
臣

〈
北
野
〉、
典
薬
頭
島
田

忠
臣
等
、
殿
上
蔵
人
堪
レ
文
之
者
、
相
訓
交
其
中
一。

(『年
中
行
事
抄
』
三
月
三
日
)

こ
の
時
の
献
詩
者
は
、
道
真
、
忠
臣
ら
詩
人
だ
け
で
は
な
く
、
「殿
上
の
蔵
人

の
文
に
堪
ふ
る
者
」
も
加
わ

っ
て
い
る
。
詩
人
だ
け
で
は
な
く
蔵
人
か
ら
選
ば
れ

　　
　

て
い
る
と

い
う
点
な
ど
は
、
先
に
検
討
し
た
九
月
公
宴
に
近
く
、
こ
れ
も
天
皇

に
と

っ
て
の
私
的
な
詩
宴
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
日
は

「諸
司
廃
務
」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
事
が
行
わ
れ
な
い

日
で
あ
る
。
内
宴
や
重
陽
宴
は
、
『年
中
行
事
障
子
』
に
も
、
ま
た
儀
式
書
に
も
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記
さ
れ
る
よ
う
に
公
事

で
あ

っ
た
。

こ
の
三
月
三
日
宴
は
そ
れ
と
は
異
な
る
の
で

あ
る
。

次
の
例
は
、
こ
れ
も
宇
多
朝
に
多
く
開
催
さ
れ
た
九
日
十
日
宴
で
の
道
真
の
詩

序
で
あ
る
。

重
陽
後
朝
同
賦
秋
雁
櫓
声
来
応
製

〈
井
序

〉

菅
原
道
真

重
陽
之
後
、
翌
日
之
夕
、
秋
雁
者
月
令
之
賓
也
、
櫓
声
者
風
窓
之
聴
也
。
触

レ

物
而
感
、
非
レ来
二鏡
湖
之
波

一、
馳
レ
心
而
思
、
只
望
二
銀
漢
之
岸

一。
子

レ時

涼
気
屡
動
、
夜
漏
頻
移
。
詩
臣

両
三
人
、
近
習
七
八
輩
、
・請
各
成

篇
、
以

レ

備

言

レ
志

云

爾

、

謹

序

。

(
『
菅

家

文

草

』

五

・
49
)

3

こ
こ
で
は
参
加
者
の
こ
と
が
、
「詩
臣
両
三
人
、
近
習
七
八
輩
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
少
人
数
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
参
加
者
と
し
て

「近
習
」

が
召
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
「近
習
」
と
は
、
「百
官
と
い
う
官
僚

機
構
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
臣
下

で
あ
り
、
…
…
天
皇
の
私
的
伺
候
者
と
定
義

　な

す
る
こ
と
が
で
き
る
」

の
で
あ
る
。
私
的
な
詩
宴
と
い
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ

る
。宇

多
朝
の
詩
宴
を
見
て
い
く
と
、
七
月
七
日
宴
を
始
め
、
こ
う
し
た
私
的
な
詩

宴
が
目
立

つ
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
宇
多
朝
以
前
の
詩
宴
が
、
内
宴

・
重
陽
宴
に
限
ら
れ
て
い
た
の
は
、

そ
れ
が
公
事

で
あ
り
、
恒
例
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
儀
式

で
あ

っ
て
、

先
述
し
た
よ
う
に
、
天
皇
と
臣
下
の
問
の
秩
序
を
視
覚
的
に
確
認
さ
せ
、
そ
の
紐

帯
を
強
化
す
る
場
と
し
て
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
詩
宴
、

内
宴

・
重
陽
宴
は
、
支
障
が
な
け
れ
ば
必
ず
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
天
皇
が
詩
文
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
興
味
が
な
く

と
も
、
内
宴

・
重
陽
宴
は
開
か
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
先
に

詩
宴
の
数
値
を
出
し
た
清
和
天
皇
は
、
漢
詩
文
に
堪
能
で
あ
る
と
の
資
料
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ま
た
、
陽
成
朝

で
も
、
内
宴

・
重
陽
宴
ば
か
り
が
開
か
れ
て
い
る

(八
回
中
内
宴
四
回
、
重
陽
宴
四
回
)
が
、
陽
成
天
皇
は
和
歌
で
は
著
名
で
あ
る

が
、
詩
文
の
才
能
に
関
し
て
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
ま
り
、
極
端
な
い

い
方
に
な
る
が
、
天
皇
に
ま

っ
た
く
詩
文
に
対
す
る
興
味
が
な
く
と
も
、
公
事
と

し
て
の
詩
宴
は
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
身
分
秩
序

を
再
確
認
さ
せ
る
儀
式

の

一
環
と
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

宇
多
朝
で
も
も
ち
ろ
ん
内
宴

・
重
陽
宴
は
開
催
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
前
代
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
儀
式
の
…機
能
は
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
。
た

だ
、
そ
れ
以
外
の
密
宴

・
私
宴
が
多
く
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
公
事
と
は

逆
に
、
天
皇
の
興
趣
に
よ

っ
て
催
さ
れ
る
詩
宴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、

天
皇
の
意
志
に
よ

っ
て
詩
宴
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
は
、
近
親
者
や
蔵
人
を
中
心
と
す
る
と
は
い
え
、
内
宴
や
重
陽
宴
と
は
異
な

っ
た
人
々
が
集
ま

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
宇
多
朝

の
詩
宴
状
況
を
見

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

る
と
、
天
皇
の
詩
作
に
対
す
る
強
い
意
志

が
看
取
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
内
宴

・
重
陽
宴
が
天
皇
の
詩
作

へ
の
意
志
と
は
関
係
な
く
開
か
れ
る
の

と
は
趣
を
異
に
す
る
。
し
か
も
、
先
の

一
覧
な
ど
も
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宇
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多
朝
で
は
、
公
事
と
し
て
の
詩
宴
以
上
に
私
的
詩
宴
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

宇
多
朝
と

い
う
の
は
、
私
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
天
皇
の
意
志
に
よ
る
詩
作
の
場

が
頻
繁
で
あ

っ
た
時
代
で
あ
る
と

い
え

よ
う
。

七

と
こ
ろ
で
、
続
く
醍
醐
朝
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

合
上
数
値
の
み
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

総
数
五
十
七
回

(内
宴
二
十
回
、
重
陽
宴
二
十
回
)

紙
幅
の
都

こ
の
数
値
の
割
合
は
、
宇
多
朝
以
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
醍

醐
朝
で
は
、
宇
多
朝
以
前
の
よ
う
に
、
詩
宴
は
、
内
宴

・
重
陽
宴
に
集
中
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
多
朝
の
性
格
が
特
異
で
あ

っ
た
こ
と
を
逆
に
証
明
す

る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

次
に
あ
げ
る
の
は
、
醍
醐
朝
で
は
宇
多
朝
に
比
べ
る
と
格
段
に
減

っ
た
、
臨
時

の
詩
宴
の
記
事
で
あ
る
。

延
喜
十
七
年
三
月
六
日
乙
卯
御

記
日
、
晩
頭
常
寧
殿
看

レ花
。
…
…
、
臨
レ昏

還
二
清
涼
殿

一、
坐
二東
北
廟

一。
参
議
保
忠
朝
臣
侍
二
殿
上

一。
桜
下
施

レ莚
。

召
下
大
内
記
理
平

.
直
二
内
御
書
所

一勘
解
由
次
官
諸
蔭

.
播
磨
権
大
豫
橘
正

臣

.文
章
生
春
淵
善
規

.
坂
上
恒
蔭

.
藤
原
高
樹
等

上
令
レ賦
下
春
夜
翫
二
桜
花
一

絶
句

。
邦
基
朝
臣

・
当
袴

・
千
古
同
預

其
坐

。

上

二

理

平

作

レ
序

。

:
…
.

(
『
河

海
抄

』

花

宴

)

こ
の
詩
宴

の
献
詩
者
は
、
「大
内
記
理
平

・
内
御
書
所
に
直
す
る
勘
解
由
次
官

諸
蔭

・
播
磨
権
大
橡
橘
正
臣

・
文
章
生
春
淵
善
規

・
坂
上
恒
蔭

・
藤
原
高
樹
」
で

あ
り
、
「邦
基
朝
臣

・
当
幹

・
千
古
」
も

「
同
じ
く
其
の
坐
に
預
る
」
と
い
う

の

は
、
文
脈
か
ら
見
て
、
こ
の
三
人
も
詩
を
献
じ
た
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

文
章
生
の
三
人
は

「文
人
」
と
し
て
召
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
と
も
か

く
、
そ
れ
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

三
統
理
平

寛
平
三
年
に
方
略
試
受
験
す
る
も

(『類
聚
符
宣
抄
』
九
)
不
第
で
あ

っ
た
ら

し
い
。
寛
平
八
年
の
重
陽
宴
に
献
詩

(『日
本
紀
略
』、
『類
題
古
詩
』
謝
)
。
寛
平

七
年
正
月
に
渤
海
客
存
問
使
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
前
後

に
少
内
記
と
な
り

(『外
記
補
任
』
寛
平
八
年
)
、
そ
の
後
、
少
外
記

(寛
平
八
年
正
月
、
『同
』
)
と

な
る
。
同
年
四
月
に
対
策

(
『同
』)
す
る
が
、
こ
れ
も
不
第
で
あ

っ
た
ら
し
く
、

大
外
記

(昌
泰
元
年
正
月
)
と
な
っ
た
翌
昌
泰
二
年
に
改
判
を
請
う
状
を
奏
し
て

い
る

(『類
従
符
宣
抄
』
九
)。
こ
の
愁
状
は
直
ち
に
問
頭
博
士
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
藤
原
春
海
に
渡
さ
れ
て
い
る

(『同
』
)
。
延
喜
元
年
の
大
蔵
善
行
七
十
賀
に

参
加
し
献
詩

(『雑
言
奉
和
』)
。
延
喜
四
年
二
月
以
前
に
大
内
記

(『西
宮
記
』
臨

時
二
所
引

『延
喜
御
記
』
)
。
同
年
八
月
の
日
本
紀
講
に
特
に
預
か
り

(『釈
日
本

紀
』

一
所
引

『新
国
史
』)
、
延
喜
六
年
の
日
本
紀
寛
宴
で
は
序
を
草
し
、
「神
日
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本
磐
余
彦
天
皇
」
を
得

て
和
歌
を
詠

ん
で
い
る

(『
日
本
紀
寛
宴
和
歌
』)
。
延
喜

八
年
七
月
に
は
、
菅
原
淳
茂
の
問
頭
博
士
と
な
り

(『
類
聚
符
宣
抄
』
九
)
、
「鳥

獣
言
語
」
を
問
と
し
て
出
し
て
い
る

(『本
朝
文
粋
』
三

・
75
)。
延
喜
十

一
年
の

重
陽
宴
で
献
詩

(『日
本
紀
略
』
、
『類
題
古
詩
』
30
)
、
、延
喜
十
四
年
重
陽
宴
で
は

講
師
と
な
り

(『貞
信
公
記
』
)
、
延
喜
十
六
年
重
陽
宴
で
献
詩

(『
日
本
紀
略
』
、

『類
題
古
詩
』
脚
)。
延
喜
十
八
年
重

陽
宴
で
も
献
詩

(『
日
本
紀
略
』
、
『類
題
古

詩
』
31
)。
延
長
四
年
四
月
四
日
卒
。
七
十
四
歳

(『勅
撰
作
者
部
類
』
)
。

以
上
で
は
見
え
な

い
官
歴
と
し
て
、
『
二
中
歴
』
二

・
儒
職
歴
に
文
章
博
士
、

式
部
大
輔
と
見
え
る
。
作
品
は
、
先

に
あ
げ
た
も
の
以
外
に
、
『和
漢
朗
詠
集
』

上

・
月

・
55
が
あ
り
、
『二
中
歴
』
十
二

・
詩
人
歴
に
よ
れ
ば
、
『扶
桑
集
』
作
者
。

2

　

和
歌
も
、
日
本
紀
寛
宴
和
歌
以
外
に

『新
古
今
和
歌
集
』
神
祇

・
86
に
賀
茂
祭
で

ー

の
和
歌
が
残
る
。
な
お
、
『
日
本
三
代
実
録
』
、
『延
喜
格
』

の
編
纂
に
も
携
わ

っ

て
い
る
。

官
歴
か
ら
も
、
ま
た
、
重
陽
宴
で
献
詩
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
詩
宴
で

の
献
詩
に
不
審
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
時
大
内
記
で
あ
る
が
、
内
記
は
優
先
的
に

　　
　

「文
人
」
と
し
て
召
さ
れ
る
官
職
で
も
あ
る
。

藤
原
諸
蔭

南
家
武
智
麻
呂
流
恒
良
男
。
延
喜

二
年
十
月
十
六
日
、
文
章
生
の
と
き
弓
場
殿

で
の
試
に
応
じ
、
蔵
人
所
の
所
衆
に
補
さ
れ
た
の
が
名
前
の
見
え
る
も

っ
と
も
早

い
資
料

(
『江
談
抄
』
四

・
21
)
。

延
喜

三
年
に
は
蔵

人
所

で
漢
書
を
講
じ
た

(『西
宮
記
』
臨
時
七

・
蔵
人
所
講
書
)
。
そ
の
後
文
章
生
の
ま
ま
大
内
記
に
任
じ

ら
れ
た
ら
し
い

(『
官
職
秘
抄
』
)
。

同
五
年
、
大
内
記
に
式
部
少
輔
を
兼
ね
る

(文
室
如
正

「請
殊
蒙
天
恩
准
先
例
兼
任
式
部
大
輔
状
」
(『本
朝
文
粋
』
六

・
僻
)
)。

同
十
五
年
正
月
の
内
宴
に

「文
人
」
と
し
て
預
か
る

(『
北
山
抄
』
拾
遺
雑
抄

上

・
内
宴
事
)
。
な
お
、
こ
の
時
、
勘
解
由
次
官
で
内
御
書
所
に
候
し
て
い
た
が
、

内
御
書
所
か
ら
の

「文
人
」
は
そ
れ
ま
で
に
例
が
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(
36
)

特
に
召
さ
れ
た
ら
し
い
。
同
十
六
年
七
月
七
日
の
庚
申
御
遊
で
も
召
さ
れ
、
題

を
献
じ
て
い
る

(『西
宮
記
』
臨
時
三

・
宴
遊

・
御
庚
申
御
遊
)
。
延
長
四
年
二
月

の
花
宴

で

「文
人
」
と
し
て
参
加
。
時
に
民
部
少
輔

(『
河
海
抄
』
花
宴
所
引

『延
喜
御
記
』
)。
延
長
六
年
正
月
内
宴
で
献
詩

(『日
本
紀
略
』
、
『類
題
古
詩
』
19
)

し
て
い
る
。
卒
年
は
未
詳
。
詩
作
は
他
に
も

『扶
桑
集
』
に
見
え
る
。

文
章
道
出
身
で
あ
り
、
内
宴
で
献
詩
す
る
な
ど
、
詩
宴
で
召
さ
れ
て
当
然
の
人

物
で
あ
ろ
う
。

橘
正
臣『橘

氏
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
諸
兄
か
ら
七
代
目
、
従
四
位
上
筑
前
守
。
資
料
が

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
詩
宴
以
外
で
は
、
先
の
諸
蔭
と
と
も
に
延
長
四
年

二
月
の
花
宴
に
参
加
。
時
に
、
大
内
記
。

資
料
が
少
な
く
文
章
道
出
身
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
内
記
に
は
多
く
文

章
道
出
身
者
が
任
じ
ら
れ
る
し
、
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
内
記
は
優
先
的
に

「文
人
」
が
召
さ
れ
る
。
正
臣
も
こ
う
し
た
詩
宴
に
預
か
る
の
に
不
審
は
な
い
。

藤
原
邦
基

『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
良
世
五
男
。
寛
平
五
年
秋
、
文
章
生

(字
左
藤
生
)。

同
七
年
八
月
、
弾
正
少
忠
、
同
九
年
七
月
、
兵
部
少
丞
。
昌
泰
三
年
五
月
、
刑
部

　　
　

大
輔
、
延
喜
十
年
二
月
、
左
少
弁
、
同
十
三
年
四
月
、
右
中
弁
。
六
月
、
木
工
頭
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を
兼
ね
る
。
同
十
五
年
六
月
、
木
工
頭
を
去

っ
て
春
宮
亮
を
兼
任
。
同
十
六
年
三

月
、
左
中
弁
。
同
二
十

一
年
正
月
、
参
議
兼
右
大
弁
。
以
後
、
勘
解
由
長
官

(延

長
元
年
)
、
春
宮
大
夫

(延
長
三
年
)
、
左
大
弁

(延
長
六
年
)
、
民
部
卿

(延
長

八
年
)
を
兼
ね
つ
つ
、
延
長
八
年
十

二
月
、
中
納
言
。
承
平
二
年
三
月
八
日
亮
。

五
十
八
歳
。
極
官
は
従
三
位
中
納
言
兼
民
部
卿
。

献
詩
記
事
は
こ
の
時
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な

い
が
、
文
章
道
出
身
で
あ
り
、

「文
人
」
と
し
て
召
さ
れ
て
不
審

の
な

い
官
人
。

藤
原
当
輻

『公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
良
尚
九

男
。
昌
泰
元
年
春
、
文
章
生

(字
藤
与
)
。

同
四
年
正
月
、
左
衛
門
尉
、
延
喜
三
年

五
月
、
蔵
人
、
同
九
年
四
月
、
左
衛
門
権

佐
、
同
十
年
五
月
、
右
少
弁
、
同
十
三
年
四
月
、
左
少
弁
、
同
十
五
年
六
月
、
木

工
頭
兼
任
。
同
十
八
年
正
月
、
右
京
大
夫
、
同
二
十
年
正
月
、
太
宰
大
弐
。
延
長

元
年
正
月
十
二
日
、
参
議
。
以
後
、
治
部
卿

(延
長
三
年
)
を
兼
ね
、
天
慶
四
年

十

一
月
四
日
麗
。
七
十
八
歳
ゆ
極
官

は
、
従
三
位
参
議
兼
治
部
卿

・
播
磨
守
。

邦
基
と
同
じ
く
詩
作
に
関
す
る
記
事

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
章
道
出
身
で
あ

り
、
「文
人
」
に
召
さ
れ
て
不
審
の
な

い
官
人
。

大
江
千
古

音
人
男
。
延
喜
元
年
八
月
、
方
略

の
宣
旨
を
蒙
り

(『類
聚
符
宣
抄
』
九
)
、
九

月
、
及
第

(『大
問
成
文
抄
』
)。
翌
年

二
月
、
式
部
丞

(『同
』
)。
延
喜
元
年
九
月

の
大
蔵
善
行
七
十
賀
に
献
詩

(『雑
言
奉
和
』
)。
同
四
年
八
月
の
日
本
紀
講
に
理

平
等
と
同
じ
く
特
に
預
か
り

(『釈
日
本
紀
』

一
所
引

『新
国
史
』)
、
延
喜
六
年

の
日
本
紀
寛
宴
で
は

「玉
依
姫
」
を
得
て
和
歌
を
詠
ん
で
い
る

(『日
本
紀
寛
宴

和
歌
』
)。
時
に
、
刑
部
大
輔
。
こ
の
詩
宴
に
参
加
し
た
後
し
ば
ら
く
資
料
が
途
絶

　　
　

え
る
が
、
延
喜
十
八
年
十
月
十
六
日
時
点
で
、
式
部
少
輔
で
あ

っ
た
ら
し
い

(『高
野
大
師
御
広
伝
』
下
)。
延
喜
十
六
年
九
月
九
日
重
陽
宴
に
て
献
詩

(『日
本

紀
略
』、
『類
題
古
詩
』
㎜
)、
延
喜
十
九
年
正
月
の
内
宴
で
講
師
を
務
め

(『北
山

抄
』
三

・
拾
遺
雑
抄

・
内
宴
)
、延
長
四
年
五
月
二
十
九
日
卒

(『勅
撰
作
者
部
類
』
)。

な
お
、
醍
醐
天
皇
の
侍
読
で
あ

っ
た

(大
江
匡
衡

「可
被
上
啓
挙
周
明
春
所
望
事
」

(『本
朝
文
粋
』
七

・
螂
))
。
『日
観
集
』
(「日
観
集
序
」

(『朝
野
群
載
』

一
)
)
及

び

『扶
桑
集
』
作
者

(『
二
中
歴
』
十
二

・
詩
人
歴
)
。
和
歌
も
、
日
本
紀
寛
宴
和

歌
以
外
に

『後
撰
和
歌
集
』
な
ど
に
残
る
。

対
策
に
及
第
し
て
お
り
、
重
陽
宴
に
も
献
詩
、
さ
ら
に
は
内
宴
で
講
師
を
務
め

て
い
る
。
『
日
観
集
』
に
も
選
ば
れ
る
な
ど
、
詩
人
と
し
て
の
才
能
は
高
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

以
上
六
人
の
官
歴
を
見
れ
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
文
章
道
出
身
で
あ
る
。
こ
の
時

の
詩
宴
の
献
詩
者
は
、
い
わ
ば
、
専
門
的
な
漢
詩
人
ば
か
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

詩
宴
と
し
て
は
こ
ち
ら
が
正
統
的
で
あ
る
。

醍
醐
朝
は
、
臨
時
の
詩
宴
そ
の
も

の
が
減
り
、
内
宴

・
重
陽
宴
に
詩
宴
が
収
敏

し
て
い
た
。
そ
れ
は
宇
多
朝
以
前

の
文
壇
と
同
じ
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

稀
な
臨
時
の
詩
宴
に
お
い
て
も
、
内
宴
な
ど
で

「文
人
」
と
し
て
召
さ
れ
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
詩
人
た
ち
が
詩
を
献
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
皇

の
近
親
者
や
蔵
人

と

い
っ
た
私
的
な
関
係
で
は
な
い
、
公
的
な
役
職

・
資
格
に
よ

っ
て
献
詩
者
は
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
宇
多
朝
の
有
り
方
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
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宇
多
朝
で
も
、
専
門
的
な
漢
詩
人
は

い
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
、
蔵
人
、
あ
る

い
は
天
皇
の
近
親
者
が
召
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
醍
醐
朝
で
の
臨
時

の
詩
宴

が
、
公
事
に
準
じ
た
詩
宴
と

い
う

の
な
ら
、
宇
多
朝
の
は
、
公
事
と
別
の
範
疇

の

詩
宴
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

宇
多
朝
に
お
け
る
漢
詩
文
制
作
の
場
は
、
拡
大
し
て
い
る
と
は
い
え
る
が
、
そ

れ
は
、
宇
多
天
皇
の
近
辺

・
近
親
者

の
参
加
に
よ
る
詩
宴

の
増
大
で
あ
り
、
前
後

の
時
代
が
、
儀
式
の

一
環
と
し
て
あ

っ
た
詩
宴
、
内
宴

・
重
陽
宴
が
中
心
で
あ

っ

た
の
に
対
し
、
宇
多
天
皇
と
い
う
個
人
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

宇
多
天
皇
に
関
し
て
は
史
家
か
ら
も
そ
の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
宇
多
は
強

い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
文
壇
を
領
導
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

『新
撰
万
葉
集
』
序
に
よ
れ
ば
、
宇
多

天
皇

の

「近
習
才
子
」
が

「
四
時
の
歌
」

を
献
じ
た
と

い
う
か
ら
、
和
歌
の
方
面
で
も
詩
と
同
様
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
宇
多
天
皇
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
を

残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

注

(1
)
嵯
峨

・
淳
和
朝

の
所
謂

「
文
章
経

国
」

の
時
代

の
状
況

は
ま
た
異
な

る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は

、
さ
ら

に
検

討
が
必
要

で
あ

る
が
、
拙
稿

「
菅
原
道
真

に
お
け

る

〈
祖
業

〉」

(
『
古
代
中

世
文
学
研
究

論
集

第

二
集
』
和

泉
書
院

・
平
成
十

一
年

)
、

「古

今
作
者

の

官

職
を

め
ぐ

っ
て
ー

〈
公
的
文

学
と

し

て
の
和

歌

〉

の
担

い
手
1
」

(
『
同

第

三
集
』

和
泉
書
院

・
平
成
十

三
年
)

で
わ
ず

か
な

が
ら
触

れ
た
。

(
2
)
な
お
、

内
宴

・
重

陽
宴

個
別

の
問
題

に

つ
い
て
は

、
拙
稿

「内
宴

考
」

(
詞
林

18

・

平
成

七
年
十
月

)
、
コ

条

朝
文
壇

の
形

成
-

重
陽
宴

の
変
容
を

通
し

て
ー

」

(
『
古
代
中

世
文
学
研
究
論
集

第

一
集
』
和
泉
書
院

・
平
成
八
年
十
月
)
参

照
。

(3
)
古
瀬
奈
津

子
氏

「
平
安
時

代

の

「
儀
式
」

と
天
皇
」

(
『
日
本
古
代

王
権
と
儀
式
』
吉

川
弘
文
館

.
平
戒
十
年
、
昭
和
六
十

一
年
初
出
)
。

　 　 　 　 　 　
987654

))))))

 

問
題

に

つ
い
て
ー

『
日
本

紀
略
』

隆
三
先
生
喜

寿
記
念
論
集

に
よ
り
、

(10
)

る
。

(11
)
『
日
本
紀
略

』
、
寛
平
三
年
と
す

る
も

、
甲
田
氏
前
掲
論
文

に
よ
り
、
寛
平

四
年
と
す

る
。

、

(12
)
詩

の
結
句

に

「行

年
六
八
早
霜
髪
」
と
あ

る
。
道
真

の
四
十
八
歳
は
寛
平
四
年
。

(13
)
岩
波

日
本
古
典
文

学
大
系

の
頭
注

(
川
口
久
雄
氏
)

に
よ
る
。

(
14
)
国
史
大
系
本

「宴
」

と
校
訂
す

る
が
、
底
本

の
本
文

に
戻
す
。
こ

の
年

の
内
宴
は

二

十

四
日
に
開
催
さ

れ
て

い
る
。

-

(
15
)
中
国

に
お
け
る

「
公
宴

(譲

)」

と

い
う
語

は
、
公
卿
が
主
催

す
る
宴
会
を
意

味
す

る

よ
う

で
あ

る
。
伊

藤

正
文
氏

「曹
植
詩

補
注
稿

(詩
之

一
)
」

(神

戸
大
学
文
学

部
紀

要
8

・
昭
和
五
十
六
年
三
月
)
参
照
。

(
16
)
本

稿

で
は

、
文
章
道

出
身
等

で
、
漢
詩

文
に
堪
能
な

人
物
を
、
便
宜

的
に

「
詩
人
」

と
呼
ぶ
。
「
文
人
」

と
し

て
論
じ
る
向
き
も
あ

る
が
、
詩
宴

の
献
詩
者
と
し

て
の

「文
人
」

『
田
氏
家
集
注
』

(和
泉
書
院
)

の
指
摘
に
よ
る
。

「
*
」

は
某

日
を
表
す
。

「
+
」

は
閏
月
を
表
す
。

『
田
氏
家
集
注
』

に
よ
る
。

『
田
氏
家
集
注
』

に
よ
る
。

『
日
本
紀

略
』
、
寛

平
三
年
と

す
る
も
、
甲

田
利
雄
氏

「
『菅

家
文
草
』
巻

五

の
含
む

の
誤
謬
及
び
島

田
忠

臣

の
没
年

に
及
ぶ
ー
」

(
『
高
橋

古

記
録

の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会

・
昭
和
四
十
五
年
)

こ

の
年

の
作
と
す

る
。

『
日
本
紀

略
』
、
寛
平

三
年

と
す
る
も
、
甲
田
氏
前
掲
論
文

に
よ
り

、
寛

平
四
年

と
す
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と
紛
ら
わ
し

い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
措
置
を
と
る
。

(
17
)
金
原
理
氏

「嶋

田
忠

臣
伝
考
」

(『
平
安
朝
漢
詩
文

の
研

究
』
九
州
大
学
出
版

会

・
昭

和

五
十
六
年
、
昭
和

四
十
年
初
出
)
、
蔵

中

ス
ミ
氏

「
島

田
忠

臣
年

譜
覚
え
書
」

(『
田
氏

家
集
注

巻
之

上
』
和
泉

書
院

・
平
成
三
年
)
な
ど
。

(
18
)

山
本

信
吉

氏

「
三
代

実
録

、
延

喜
格

式

の
編
纂

と
大

蔵
善

行
」

(歴

史
教
育

14
1

6

・
昭
和

四
十

一
年

六
月
)
。

(
19
)
田
坂
順

子
氏

「
『古

今
集
』

と
漢
文
学
-

物
名
歌
を

め
ぐ

っ
て
ー

」

(
『
和
歌
文
学

論

集

2

古
今
集
と
そ

の
前
後
』

風
間
圭
旦
房

・
平
成
六
年

)
。

(
20
)
菅
根

の
前
半
生

に

つ
い
て
は
、

工
藤
重
矩

氏

「
藤
原
菅
根

(
上
)
i

寛
平
延
喜
期

の

文
人

の
周
辺
1
」

(福
岡
教
育
大
学
紀

要
27

・
昭
和

五
十
三
年

二
月
)
に
詳
し

い
。

(
21
)
正
史
莞
卒
伝

に
記

さ
れ

る

「才

学
」

は
文

章
道

で
修

得
さ

れ
る

べ
き
学

問

で
あ

る
。

渡
辺
秀

夫
氏

「在

原
業
平

の
卒
伝

の
解
釈
」

(『
平
安
朝
文

学
と
漢

文
世
界

』
勉
誠
社

・

平
成
三
年
、
昭
和
五
十
年
初
出
)
参
照

。

(22
)
な

お
、
底
本

(『
群
書
類
従

』
)
「
老
快
」

と
す
る
が
、

『尊
卑
分

脈
』
等

に
よ

っ
て
改

め
る
。

(23
)

工
藤
重
矩

氏

「
貴
族
文
壇

の
構
造
-

宇
多
法
皇

を
例
と
し

て
ー
」

(『
平
安
朝
律
令

社

会

の
文

学
』

ぺ
り

か
ん
社

・
平
成

五
年

、

昭
和

五
十

五
年

初
出
)

に
よ
れ
ば

、
如
道

が

参
加

し
た
昌
泰
元
年

の
御
幸

に
は
、
宇

多

の
近
臣
、
血
縁

姻
戚
関
係

者
が
多

く
参
加

し

て
い
る
と

い
う
。

(24
)

こ
の
詩
宴

に
お
け

る
蔵
人

に

つ
い
て
は
、

工
藤

氏

「
蔵
人
所

の
文

学
的
活
動

に

つ
い

て
」

(前
掲
著
、
昭
和
四
十
七
年
初
出
)

に
指
摘

が
あ

る
。

(25
)

工
藤
氏

「平
安

朝

に
お
け
る

「文

人
」

に

つ
い
て
」

(前
掲
著

、
昭
和

五
十
七
年
初

出
)
、
拙
稿

「古
今

作
者

の
官
職
を

め
ぐ

っ
て
ー

〈
公
的
文
学
と
し

て
の
和
歌

〉
の
担

い

手
1
」

(前
掲
)
。

(26
)

大

日
方

克
己

氏

「
相
撲

節
」

(
『古

代
国

家
と
年

中
行
事

』
吉

川
弘
文

館

・
平
成

五

年

)
。

(
27
)
大

日
方
氏

に
よ
れ
ば
、

『内

裏
式
』

の
儀
式
文

に
は
、
七
日
詩
宴

の
規
定
は
な

い
も

の

の
、
弘
仁

年
間
ま

で
は
、
記
録

上
、
相
撲

と
と
も

に
詩
宴

が
行
わ
れ

て

い
た
が
、

天

長
年

間

に
は
、
平
城

の
国
忌

の
た
め

に
、
相

撲
節
が
七

月
下
旬

に
移
行

し
、
七

日
の
詩

宴

は
開
か
れ
な
く
な

っ
た
、
『
内
裏
式
』

は
、
弘
仁
十
二
年
奏
覧
後
天
長
年
間

に
修

訂
さ

れ
、

同
十
年

に
奏
進

さ
れ
て

い
る

の
だ
か
ら

、
『
内
裏

式
』

の
天
長
年
間
修
訂

に
こ
の
こ

と

が
反
映

し
て

い
る
と

も

い
え

る
、
と

い
う

。
な
ら
ば
弘
仁

年
間
ま

で
は
儀
式
文

に
詩

宴

の
こ
と

が
記
さ
れ

て

い
た
か
も

し
れ
な

い
。
そ
う

で
あ

れ
ば
、
以

下
の
記
述
は
蛇

足

と
な

る
。
な
お

こ
の
こ
と

に
関
し

て
は
、
吉

田
早
苗

氏

「
平
安
前
期

の
相
撲
節
」

(
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

74

・
平
成
九
年

三
月
)
に
批
判
が
あ

る
。

(
28
)
も

つ
と
も
、
平
城
朝

に
お

い
て
は
、
七

月
七
日
に
相
撲
と
七
夕
詩
宴
、
九
月
九

日
に

射
礼

と
重
陽

の
詩
宴
が
行

わ
れ

て
お
り
、

軍
事

と
文
事

の
結

合
と

い
う

同
じ
構
造

で
あ

っ
た

の
が

、
嵯
峨

朝
以
後

は
節

日

の
詩

宴
と

い
う
意

味

で
同

じ
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

軍
事
と
文
事

の
結
合
と

い
う
点

に
関
し
て
は
、
大

日
向
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(
29
)

拙
稿

「内

宴
考
」

(前
掲
)
参

照
。
同
様

の
こ
と
は
花
宴

に

つ
い
て
も

い
え

る
。
拙

稿

「花
宴
考
」

(詞
林

21

・
平
成
九
年

四
月

)
参

照
。

(30
)

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
木

戸
裕
子
氏

が

「
平
安

詩
序

の
形
式
-

自
謙
句

の
確
立
を
中

心
と

し

て
ー
」

(語
文
研

究

69

・
平

成

二
年

六
月
)
に
お

い
て
、
「
不
遇
感

を
述

べ
る
の

は
例
外

的
」
と

既
に
指
摘

さ
れ

て

い
る
。
七

月
七
日
詩
宴

で
こ
う
し
た
表

現
が
可
能

に

な

っ
た
要
因
と

し

て
、
乞

巧
彙
な
ど

で
願

い
ご
と
を
祈

る
風
習
も
関
わ

っ
て

い
る

の
で

あ

ろ
う

。

こ
の
点

は
、
山

本
登
朗
氏

、
新
間

一
美
氏

の
ご
教

示
に
よ

る
。
但

し
、
た
と

え
そ
う

し
た
風

習

の
上

で
あ

っ
た
と

し

て
も

、
や
は
り
天
皇

の
前

で
身

の
不
遇
を
述

べ

得
る

の
は
、
内
宴
な
ど

の
詩
宴

よ
り
も

、
私
的

要
素
が
強
か

っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

(31
)
喜

田
新

六
氏

「王
朝
儀
式

の
源
流
と
そ

の
意
義
」

(『
令
制
下
に
お
け
る
君
臣
上

下
の

秩
序

に
つ
い
て
』
皇
學
館
大
學
出
版
部

・
昭
和

四
十
七
年
、
昭
和
三
十
年
初
出
)
な
ど
。

(32
)
但

し
、
天
皇
主
催

の
詩
宴

に
お

い
て
も

、
時

代
が
降

れ
ば
不
遇
を
述

べ
る
こ
と

が
増

え

て
く

る
。
木

戸
裕
子
氏
前

掲
論
文

、
小

野
泰

央
氏

「
平
安
朝

の
公
宴
詩

に
お
け

る
述


